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緒言 肝 は糖代謝の中枢臓器であり,肝 切除時には

その機能も障害されることが報告されている。今回,

われわれはアラニン負荷テストを用いて,肝 切除時の

糖新生能を実験的に検討した,

実験方法 健 康な雄性家兎 (体重2.5～3.Okg)に

70%肝 切除を行い,24時 間後に0.2g/kgの アラエンを

経静脈的に投与した。経時的(前,15分 ,30分 ,60分 )

に動脈血を採取し,血 糖,ア ラニン,乳 酸, ピルビン

酸, ケ トン体,遊 離脂肪酸を測定した。さらに肝受動

のみ行った対照群を作成し,同 様の検索を行い,両 群

の結果を比較した。結果は平均値土標準誤差で示し,

有意差はStudentもt testを用いて検定した。

結果 図 lAの ごとく,ア ラニン投与前の血中アラ

エン濃度 (nm01/ml)は対照群の372±62に対し,肝 切

除群では1,077±238と有意に (p<0.05)高 く,投 与後

の半減期も対照群の25± 3分 に対 し,肝 切除群では

96±26分と有意に (p<o.05)延 長していた。また血糖

値 (ng/dl)は 図 lBで 示すように,ア ラニン投与前

には対照群が142±15であったのに対し,肝切除群では

100±23と低値を示した.さらに投与後 1時間で対照群

では約100mg/dl上昇が見られたが,肝 切除群では有

意な上昇は認められなかった。他の物質ではアラニン

投与後,乳 酸, ピルビン酸は増加傾向を示し, ケ トン

体,遊 離脂肪酸は減少傾向を示したが,有 意なもので

はなかった。

考察 ア ラエンは糖新生の基質として最も重要なア

ミノ酸であり,主 として筋肉より放出され肝でブドウ

糖に合成される1)。われわれは肝切除後24時間でアラ
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ニン負荷テストを行ったが,この時期には肝の energy

chargeが最も低下し,肝の機能的予備力が非常に少な

いと報告されているり。今回の実験の結果,肝切除群で

はアラエンの半減期が著明に延長し,ア ラエン投与後

の血糖値の上昇が認められなかった。これは肝細胞の

エネルギーレベルの低下しているこの時期には,ATP

消費を必要とする糖新生も強く抑制されている事を示

唆しており,肝 切除後の患者管理上有用な知見と考え

られた。
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